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 （以上 48 巻 3 号）
　4. 冬
　　4.1　大江戸ワンダーランド
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マネジメント』№ 6（2009 年 3 月）、組織の新
しい類型化を提案した（遠田雄志「改訂・組織
化の進化モデル vs 組織の適応モデル」明治大


































































































































































































































































































































































































































































































































































のように、毎年（1790 年からは 4 年に 1 回）
忠実に江戸参府を行い、対日貿易を独占して甘
い利益を独占した。その他の国がそこへ干渉す
ることもなく、宣教師ももはや日本への渡航の
情熱を失っていた。
将軍をはじめ、人々は海外への関心を失い、
もっぱら国内の出来事に興味を向けていた。5
代将軍綱吉のもと、上方を中心に経済が活性化
し、華やかな元禄文化が開花した。それは、鎖
国ゆえか、我が国独特のきわめてユニークなも
のであった。
また、綱吉は儒教を熱心に奨励し、忠義の観
念を国のすみずみまで浸透させようとした。武
断政治に代わって儒教の道徳が社会秩序の形成
に利用されたのである。生類憐れみの令という
世にも奇妙な法令が連発されたのも、安定した
国内の状況と無関係ではない。かなり常軌を逸
した政策ではあったが、殺伐とした戦国時代の
気風が薄れ、命を大切にしようとするこのころ
の気分が底辺にあったことは確かである。
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えて日本に関する膨大な資料を収集することに
成功した。弟子たちは西欧の学問に直接接して、
医学をはじめ西洋に関する学問に大きく目を開
かれたのであった。
日本を去るにあたって、国禁の伊能忠敬の日
本地図を持ち出そうとして発覚し、出島に 1年
間軟禁されるとともに多くの協力者を犠牲にし
た。まだ鎖国の常識は力を持っていたのである。
また、このころ、ロシア、イギリスなど西欧
諸国の船が日本近海に出没し、水や食料の補給
を求めたり、さらには通商を要求することも始
まった。鎖国日本を揺さぶる圧力が増してきた
のである。
鎖国の常識は日本の範囲を松前藩までとし
ていたが、ロシアの南下に備えて田沼意次は蝦
夷探検を試み、さらに大規模な北海道の開拓を
計画した。そこまで視野が広がったのである。
こうした外圧に対処するため、日本は国境を
確定する必要に迫られた。伊能忠敬が日本全土
の測量の結果精密な日本全図を作成したのは、
はからずもこの時代であった。
鎖国の常識にもっとも苦しめられたのは船
乗りであった。江戸時代前期までは、物流の大
動脈は波の静かな日本海の沿岸を走行する北前
船であった。しかし、江戸と大坂の物流が増加
するに従い太平洋側に乗り出す船が増加して
いった。しかし、太平洋は黒潮と台風のために
船にとっては難所であった。船乗りは危険を犯
して乗り出し、多くの船が遭難した。鳥島や青ヶ
島に漂着して救助されるものもあったが、そこ
でむなしく船を待ち続けて生涯を終えるものも
あった。また、江戸時代も後期になると、アメ
リカの捕鯨船がこの海域に多数現れ、彼らに救
出されるケースが増えた。しかし、鎖国日本は
出入国禁止令によって、いったん漂流した船員
を受け取ろうとしなかった。このため折角救助
されても帰国できず異国で泣き暮らすものも
あった。
大黒屋光太夫は漂流したあげくロシアに流
れ着き、10 年に及ぶ苦難の旅のすえ、奇跡的
に日本に送り返された。アメリカ彦蔵は漂流の
すえ、アメリカの捕鯨船に助けられ、アメリカ
で教育を受け、のち帰国して、通訳、英字新聞
味深いのは、吉宗が西欧の文明に興味を持ち、
その文物を積極的に輸入したことである。なか
でも、象を輸入して、江戸まで連行して日本中
の人々を驚かせたり、さらに天体気象観測の機
器など珍奇なものに興味をもち次々に取り寄せ
た。吉宗は常識にとらわれることなく旺盛な好
奇心のおもむくままに振る舞ったものと思われ
るが、人々はこの時、日本の外に未知の世界、
未知の文明があることを知った。
吉宗が興味を示したのは、科学技術関連の文
物が中心であったが、さらに重要なことは青木
昆陽と野呂元丈を長崎に派遣して、オランダ語
を学ばせたことである。なぜなら、ここから、
後の蘭学研究がはじまったからである。鎖国の
常識の視点から見れば、吉宗が鎖国の常識をゆ
るがす蘭学発展のきっかけをつくった点を高く
評価しなければならない。
これを受けて蘭学の飛躍的な発展をうなが
したのは、田沼意次であった。田沼の時代、人々
の新奇なものに対する旺盛な好奇心が発揮さ
れ、前野良沢、杉田玄白、平賀源内、大田南畝、
林子平など天才奇人が続出した。
杉田玄白らが解剖書ターヘルアナトミアの
翻訳『解体新書』を出版できたのも田沼時代の
こんな風潮があったからである。これが蘭学の
さらなる大発展のきっかけとなった。江戸にお
いて蘭学者たちが集まっておらんだ正月を楽し
んだのは文化文政時代であった。そして蘭学の
発展は、医学をはじめとして、西欧の科学技術
の導入に大きな筋道をつけることになった。
蘭学者たちのこうした努力は鎖国の常識へ
の疑いを生み、彼らの交流はその疑いを増殖し、
ますます鎖国の常識を揺るがす力になっていっ
た。
シーボルトが長崎オランダ商館の医師とし
て出島へやって来たのはこんな時代であった。
シーボルトの目的は未知の国日本の探索であっ
たが、西洋の最新の医学知識を求めて全国から
医師やその卵が集まり、シーボルトに入門した。
シーボルトは他のオランダ人とは一線を画して
大幅な自由を与えられ、長崎郊外の鳴滝に塾を
開くことを許された。シーボルトは体系的な医
学の教育を施しながら、教え子たちに課題を与
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ま、しかし、世界の情勢はもはや鎖国を許さな
いところへ来ているという認識も広がってきた
証左である。
対外的な交渉の前面にたち、海外の情報を豊
富にもった幕府は開国に舵をきらざるをえな
かった。しかし、いままで、鎖国にこだわって
いた幕府としては、尊王攘夷を唱える志士たち
の突き上げに困惑することになる。単なる政策
なら変更することはできても、長年に渡って
人々の心に染み付いた常識を塗り替えることは
至難の技だった。しかもその常識は幕府が人々
に強制したものであったからなおさらであっ
た。
幕末の日本は開国か鎖国かをめぐって争わ
れ、開国派の幕府が鎖国派の西南雄藩に敗北し
た。ここにもっとも劇的な歴史のパラドックス
を見る事ができる。強固な常識を覆すために仕
組まれた壮大なドラマだったのである。
この時期、日本各地の蘭学塾は隆盛を極め、
多くの人材を送り出した。最も注目されるのは
大坂の緒方洪庵の適塾であった。日本中から意
欲的な若者が集まり、オランダ語を習得しなが
ら洋書を研究し、優れた人材を送り出した。福
沢諭吉、大村益次郎、橋本左内、大鳥圭介など
明治維新に活躍する重要人物がこの適塾から出
ている。幕末、蘭学は内側から鎖国を突き崩す
力をいよいよ発揮したのである。
以上をまとめてみると、徳川三代将軍までの
江戸時代の春には、鎖国の常識は幕藩体制の強
化に非常に有効であった。五代将軍綱吉に象徴
される夏の季節には鎖国の常識は揺らぐことな
く幕藩体制も盤石であった。八代将軍吉宗が象
徴する江戸時代の秋には鎖国の常識に疑いが芽
生えるとともに幕藩体制も動揺し建て直しのた
めに必死の努力がみられた。江戸時代の冬の季
節になるともはや足枷と化した鎖国の常識を逆
手にとって尊王攘夷のスローガンをかかげた反
幕府勢力によって幕藩体制は引き倒され、江戸
時代は終焉を迎えた。
このように見てくると、鎖国の常識は当初、
幕藩体制の隆盛をもたらすが、やがて衰退の要
因と化してしまうことが明らかになったのでは
の発刊、貿易などで活躍した。彦蔵は鎖国の犠
牲者だが、そのためにたぐい希な体験をして
チャンスをつかんだ。しかし、それは例外で、
多くは悲惨な目にあっている。
漂流民が多くでたのは、太平洋の荒海を航海
しなければならないのに、幕府の大船禁止令に
より一本マストの貧弱な船で太平洋に乗り出さ
なければならなかったからである。
日本のかかわる環境は、鎖国という常識に
とっていよいよ厳しいものとなり、その根幹を
揺るがすまでになっていたのである。それは、
国内的には幕藩体制の危機にも対応していた。
吉宗の享保の改革に始まって、定信の寛政の改
革、水野忠邦の天保の改革と矢継ぎ早の「改革」
が続いた。しかし、それらはいずれも対症療法
にすぎず、鎖国の常識と大きく変わった環境と
のギャップを埋めることはできなかった。鎖国
の常識はもはや徳川幕藩体制の足枷となってし
まったのである。
鎖国の常識が揺らいできたとき、幕藩体制も
揺らいできたのである。
1．1．4　冬：崩壊する鎖国の常識
鎖国の常識に決定的な打撃を与えたのは、強
大な武力を誇示しながら江戸湾に侵入して、開
国を迫ったペリーの黒船であった。
開国か鎖国か。幕末の日本はこのテーマを
巡って争乱状態に突入した。
ペリーの黒船に小舟を漕ぎ寄せて密航を
迫った吉田松陰の行動は、この時代の人々の矛
盾した気持ちをよく示している。西欧諸国の圧
力に屈したくはない、しかし彼らの進んだ文明
を学び取り入れたい。
ここに奇妙なスローガンが発生し一世を風
靡した。「尊王攘夷」である。鎖国の常識を逆
手に取って幕府を追いつめる、幕府にとっては
なんともやっかいなスローガンであった。
長州藩は激しく尊王攘夷を唱えながら、密か
に英国へ留学生を送り込んだ。薩摩は江戸から
遠く幕府の目が届かないのをよいことに、西欧
の技術を導入して近代産業を起こしていた。
薩長両藩のこうした矛盾する思考、行動は、
広く深く浸透した鎖国の常識が人々を縛ったま
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ないか。
鎖国はなかったか
以上検討してきたように、我々の研究では、
鎖国の常識は江戸時代の基本的な骨格を形成し
ていると考えられるのだが、近年鎖国はなかっ
たとする議論が流行しているので、最後にその
議論についても検討しておこう。
彼らの論点は主として二つある。一つ目は鎖
国という言葉は江戸時代にはなかった、鎖国と
いう言葉は 1690 年に長崎に来たケンペルが、
帰国後著した『日本誌』（1727 年）の中で触れ
られている言葉であり、それが幕末になって長
崎の通詞、志築忠雄によって訳されて、それか
ら広まった言葉である。それまでは日本には鎖
国という言葉はなかったし、幕府も鎖国という
言葉を使ったことはないし、1635 年ころに始
まった状況を鎖国と言ったことはなかった。
従って鎖国はなかったというものである。
二つ目は、そもそも江戸時代に日本は国を閉
ざしていたわけではない。オランダと中国との
間で正式に貿易が行われていたし、オランダか
らは毎年風説書という世界情勢の報告書が幕府
に提出されていた。さらに、朝鮮は将軍の代替
りの際など合計 12 回幕府に通信使を送り、こ
のため東海道を行進し途中の行路で交流が行わ
れていた。また、オランダはほぼ毎年江戸参勤
を行い、途中の宿場や江戸の宿舎には医師等が
来てかなり自由に情報の交換が行われていた。
つまり物も情報も入っていたというものであ
る。
一つ目の議論はかなり幼稚としかいいよう
がない。言葉がなかったからそんな状況もな
かったという、そんな議論は成り立つわけがな
い。問題はそんな状況があったかなかったかで
ある。言葉があったかなかったかは二の次三の
次である。それに当時言葉がなかったのなら、
その状況を的確に表現できる言葉はあとからつ
ければよいのである。鎖国という言葉がいつ登
場したかはどうでもよいことである。したがっ
て、一つ目の議論は問題外としか言いようがな
い。
二つ目の議論だが、まず、幕末の開国か攘夷
かをめぐって流されたおびただしい血はいった
いなんだったのか考えてほしい。漂流したため
に帰国がかなわなかった船乗りたちの無念を考
えてほしい。また、国際慣例の無知から開港後
の治外法権など不平等条約を結ばされ、これに
長いあいだ泣かされたことをいったいどう考え
ればよいのか。それには、貿易も情報も極めて
断片的で偏ったものであり、人の出入りはまっ
たく閉ざされていたことを指摘すれば十分であ
ろう。
ここでは、鎖国の善悪を問題にしているわけ
ではない。よい面もあり、悪い面もあった。
つまり、江戸時代の対外関係とその結果生じ
た状況がいかなるものであったかが重要なので
あって、その名称が鎖国で何の問題もない。鎖
国という名称は多少きつ過ぎるかもしれない
が、これまでのところ、それ以上にふさわしい
名称はないし、鎖国という言葉が最適であると
考える。
鎖国はなかったという議論は、問題を矮小化
しているのである。
われわれは、江戸時代にオランダ以外の西欧
諸国が日本に入れなかった状態、唯一許されて
いたオランダ人さえ長崎の出島に閉じ込められ
ていた状態、自由に貨物や書物を輸入できな
かった状態、大きな船を建造することを禁じら
れ、国を出ることも入ることもできない状態、
さらに漂流しても帰国が許されない状態、こう
いう状態を表現するには鎖国という言葉がもっ
とも相応しいと考えるのである。
江戸時代の人々は皆、こうした状態を当然の
こととしていた。そこで、われわれは鎖国をさ
らに江戸時代の人々の思考や行動を規定する
“常識”として捉えた。それによって、江戸時
代の流れが単なる鎖国の政策や現象からではな
く、常識としての鎖国という一層深いところか
ら考察されたのではないか。
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